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日常的な教育改善のための組織的な取 り組み
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同一科 目を複数の教員で担当し、多クラス展開する場合、科 目目標 と科 目評価を共有 し、日々

目標を意識 しながら授業評価 ・改善を行 うことによって、組織的に教育力を高めることができ

る。本稿では、本学の初年次必修科 目における教育改善のための組織的な取 り組みを報告する。

教育 目標の組織的な形成、授業計画(内 容 ・方法)・成績評価基準の統一化など、一定の共通性

のもと、授業 日、学期 といった単位で適時的な授業改善活動を行 うことの必要性を示す。
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1.は じめ に

大学 はユ ニバーサル化の時代 を本格的 に迎 え、多

様 な学生 を受 け入れ 、教育 の質 を維持 し向上 させ る

システ ム作 りが これ までにな く重要 になってい る。

本稿で は、 同一科 目を複数教員 の担 当で多 クラス

展 開す る場合 の、組織的 で 日常 的な授業改善活動 の
一例 として、本学 の初年次必修科 目の取 り組み を報

告す る。

FD活 動 が教育改 善の 中に埋 め込 まれた 日常的 な

ものになるには、 さまざまな教員組織 レベル にお い

て、一定 の共通性 のも とで重層 的な取 り組み を展 開

す るこ と必要で あるこ とを示 したい。

2.日 常的 なFD

2007年4.月 に大学設 置基準 が改正 され たが(2)、そ

の要点 として以下 の3つ に注 目したい。

(1)教 育研究上 の 目的の明確化

「大学は、学部 、学科又 は課程 ごとに、人材 の養

成 に関す る 目的そ の他 の教 育研 究 上 の 目的 を学

則 等に定め、公表す るもの とす るこ と。(第2条 の

2関 係)」

(2)成 績評価基準等 の明示等

「大学は、学生に対 して、授業 の方法及び 内容並

び に一年 間 の授 業 の計 画 をあ らか じめ明示 す る

もの とす ること。 また、学修 の成果 に係 る評価及

び卒業の認 定に 当たっては、客観性及 び厳格性 を

確保 す るため、学生 に対 してその基準 をあ らか じ

め明示す るとともに、当該基準 に したがって適切

に行 うもの とす ること。(第25条 の2関 係)」

(3)教 育 内容等 の改善 のための組織 的研修等

「大学は、授業 の内容及び方法 の改善 を図るため

の組織 的 な研修 及 び研 究 を実施す る もの とす る

こと。(第25条 の3関 係)」

これ ら3点 をま とめ ると、(1)で は教 育 目標の組織

的 な形成 、(2)で は授 業計画(内 容 ・方 法)の 明示 、

お よび成績 評価 基準 の明示 が求 め られ てお り、(3)

はFD(FacultyDevelopment)の 義務づ けである。

こ こでい われて いるFDは 、教員個人 の授業法や授業

改善 にかかわっているのではな く、組織 的な授業改

善 にかかわって いる。

本稿 では、 「FDを 通 じて大学教育 を啓蒙 し教 育改

善活動 に向かわせ る とい う発想 ではな く、教 育改善

に伴 って行 われ てい る 日常的 なFD」 ωとい う視 点か

ら、本学 の初年次必修科 目にお ける組織 的な教 育評

価 ・教育改善のための活動 を、「教 育改善 の中に埋 め

込 ま れ たFD(FDembeddedineducational

improvement)」(1)と とらえ、次章以 降で報 告す る。

3.本 学 の初 年 次必修 科 目での実 践

本学 の初年次必修科 目は、約800名 の1年 生 を対象

に、同一科 目を複数教員 の担 当で多 クラス展 開 して

いる。以 下では、科 目内および科 目間で連携 しなが

ら実践 している諸活動 につい て述べ る。

3.1.教 育 目標 の組織 的形成

本学 は、ユ ニバーサル アクセ ス時代 の大学 として、

複合 的領域 を幅広 く学習 できる リベ ラル アー ツ型教

育 の中で、学生 が 「自分 で創 る専門性」 を習得す る

ための支援 を行 い、また、学生 が新 たな時代 を生 き

抜 くための 「社会人基礎力」 を身 につ けるための支

援 を行 うこ とを使命 としてい る。

本学 が 目指す りベ ラル アー ツ型教 育の基本 は 「自

己教育」 にある。す なわち、学生 が 自ら学習す る姿

勢 を学び 、またその結果 としての 自己成長 に気づ く

こ とで 自律 的な活動 の必要性 を 自覚す る ことである。

学生 を 「自己教育」へ導 くために、 リベ ラル アー

ツ コア教育 の入 口となる初年次教育 での活動 は重要

であるが、本学 では、全学生 を対象 とした必修科 目

として、学習 の基礎力 、 自己管理力 の養成 を 目標 と

す る 「日本語表現」「英語表現」「情報活 用」、お よび

対人 関係 での適応 、大学生活へ の適応 な どを 目標 と
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す る 「フレッシ ュマ ンセ ミナー」の4科 目(半 期7単

位 、年 間14単 位)が 設 定 され てい る。 これ ら4科 目

は、相互 に連携 し補完 し合 う形 で、大学 にお ける学

習 スキル と大学生活へ の円滑 な適応 を 目標 として掲

げてい る。

3.2.授 業 計 画お よび成 績評 価基 準 の明示 と統 一化

3.2.1授 業計 画

学期全体 の授業展 開の中で、 シラバ ス と総括 的評

価(学 期末試験 な ど)は 始 め と終 わ りに位置づ け ら

れ るもので あ り、科 目の授業計画全体 が妥 当である

かは別 問題 である。 したがって、毎 回の授業 が うま

くい ってい るのか どうかが評価 できる体制 を とらね

ばな らない。

全て の学生が シラバ スに示 され た学期 目標 を達成

す るた めには、 日々実行 され る授業 こそ が教育活動

の中核 となる。そ の意味 で、毎 回の授業 で何 を教 え

なが ら学期 目標 を実現す るのかを明 らかにす る必要

がある。 そ こで、必修4科 目では、科 目コーデ ィネ
ー ター が毎 回の授業 目標や 内容 を詳細 に記 した授業

計画書 を作成 し、担 当教員 に配布 してい る。 これ に

よって 、授業改善課題 をよ り具体 的なものにす る こ

ともで きる。

シラバ ス、毎 回の授業計画書 を科 目コーデ ィネー

ターが作成す る意 味 として、次 の ことがある。必修

4科 目では、同一科 目に複数 の担 当教員 が携 わるが、

担 当教員が個 々に計画 した授業 では、それ が成功 し

たのか失敗 したのかが不透 明である。 また、同一科

目であるにもかかわ らず 、個 々の教員 によって異 な

る授業 があるこ とは、科 目としての 目標 がない とい

うこ とに等 しい。 このため、同一科 目を複数 の教員

が担 当す る必修4科 目で は、同一の シラバ ス、総括

的評価、授業計画書 に基づ く授業 を展 開 してい る。

シラバス、授 業計画書 を作成 す る過程 で 、必修4

科 目の コーデ ィネー ター 問で科 目相互 の連携性 を考

慮 に入れた授業計画 も立 て られ ている。例 えば、あ

る科 目で学 んだこ とをも とに して、別 の科 目でそれ

を応用 して学ぶ とい った授業 内容 も適時 的に盛 り込

まれ る。科 目内の統一性 ・共通性 のためだけでな く、

科 目相互 の関係 を意識 しなが ら授業 を展 開す るため

にも、授業計画 の共有化 は重要 となる。

授業計画 は教員 間のみ な らず 、学生 に対 しても、

毎 回の授業 で明示 され る。

3.2.2成 績評 価 基準

学期末 の総括的評価 について は、 その方法 ・内容

を学期 目標 とともに提示 してい る。学期末 の総括 的

評価 によって学期 目標 の達成度 が問われ る とい う意

味 では、シラバ スでの 目標提示 と同時に、 目標評価

の方法 、 目標達成 をはかる内容 を提示す るこ とは重

要 である。

だが、学期末 の総括的評価 は全 ての授業 が終 了 し

てか ら行 われ るものであ り、 これ だけでは学 生が学

期 目標 の達成 に向かって どの程度近づ いているのか

の情報 を得 られず 、また、その情報 を基 に して 日々

の授業 を評価 し改善す る ことにつ なげてい くことが

できない。

そ こで、必修4科 目で は、毎 回の授業 目標 を明確

化す る とともに、全学生 に対 して統一課題 を用意 し

てい る。課題 の採点 は学習支援セ ンター の採 点専門

スタ ッフによって統一 の基準 で行 われ ている。課題

の提 出 日、点数 、出来具合 に関す るデー タは、全担

当教員 がいつ でも把握 できる よ うになっている。 こ

のデー タを 日々追 ってい くこ とで、学期末 の 目標達

成 に向かって、次 回の授業 で何 をすべ きかを、科 目、

教員 、クラス といった単位 で判 断す る ことが可能 と

なる。科 目単位 では、科 目コーデ ィネー ター が担 当

教員 に どのよ うな指示 をす るのかを判 断 し、担 当教

員 は 自分 のクラスの学生 に対 して どんな指示 をすれ

ばいいのか(何 を再学習 させれ ば よいのか)を 判 断

す る。

日々の授業 目標 の到達度 を評価す る統一課題 に よ

って、成績評価 を厳密 に行 うことができる体制 が整

うだけでな く、授業 を改 善す るための具体 的活動 を

科 目単位 で行 うのか、教員単位 で行 うのか といった

授業管理 が しやす くなった と言 える。以 下では、 こ

の点 に関 して、さらに詳細 に見てい くことに したい。

3.3.教 育支援 のためのシステム

日常的 な教育活動 を組織化 し、厳密 な成績評価 を

行 うためには、学期末 の総括 的評価 お よび成績評価

判定 に至 るまでの授業過程 の情報 をできるだけ リア

ル タイ ムに把握す る体制 を とる必要 がある。

そ のために、必修科 目では、「スタンプ制」を導入

し、出席状況 と課 題達成状 況の2つ の指標 を、学生

に対す る 日常 的な指導 と、 日々の授業評価 ・改善活

動 にお いて活用 している。授業へ の出席状況 、課題

達成状況 はそれ ぞれ 「○」 「×」 とい う 「スタンプ」

を用い て、本 学が独 自開発 した携 帯電 話対応LMS

「確認 くん」 に表示 され る。 これ らのスタンプ情報

が、学生 に とっては 日々の学習状況 の確認 にな り、

教員 に とっては教育上 のデー タ として把握 できる よ

うになっているのである。

出欠 スタンプの推移 は、クラスの状況 が良い もの

であるのか どうかを知 るための資料 となる。例 えば、

他 の科 目は出席 しているにもかかわ らず 、ある科 目

だけ欠席 してい る学生 がいれ ば、それ は危 険な兆候

で もあ り、そ の理 由が どこにあるのかを探 らなけれ

ばな らない。一方 で、 どの科 目も欠席 している学生

につ いては、長期欠席 、退学予備軍へ とつながる可

能性 を示 してお り、授業担 当者 が対応 できる範疇 を

超 えている。そ の場合 、学 内関連部署 との連携 の も

と個別面談 を行 うな ど、授業外 での対応 が必 要 とな
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る。

課題 スタンプ の推移 か らは、毎 回の授業 目標 が達

成 できてい るのか どうかがわかる。 目標達成 ・未達

成 を示す課題 スタンプの推移 を追 っていけば、 目標

達成 に向けて どんな指導 を学生 にすれ ばよいのかに

ついて の具体的 な資料 とす るこ とができる。課題不

合格数(「 不」スタンプ)、未提 出数(「 ×」スタンプ)

の残数お よび新 たな発生数 が減 っている学生 にっい

ては、授業 内外 で適切 な処置 が行 われ ている ことが

わかる。残数 は減 ってい ても、新 たに発生 し続 ける

学生 につい ては、授業復帰 できていない こ とを意 味

す る。そ の場合 、授業時 間内での教員 か らの指導 だ

けでな く、授業時 間外 でのチ ュー ター か らの指導 も

含 めて 、そ の学生 を授業復帰 させ るための適切 な指

導 を早期 に行 ってい く。

ス タンプ の推移 を追 ってい く作業 は、 どこまでが

担 当教員 の仕事 で、 どこか らが組織 的に取 り組む必

要 があるのか とい うこ との線 引きを行 うこ とでもあ

る。

3.4.適 時的な活動

日々の授業 を教育活動の 中核 ととらえるかぎ り、

授業評価 ・授業改善 は、時 間的 なサイ クル に相 関す

る活動 となる。つ ま り、 日常的 な 「教育改善 の中に

埋 め込 まれ たFD」(1)で は、年度 、学期 のみ な らず週 、

授業 日とい った単位 で、授業 内容 の実態 に合 わせ て

適時的 に評価、改善 を行 うこ とを原則 とす るマネ ジ

メン トが重要 とな る。必修4科 目で は、本稿 で述べ

たよ うな授業評価 ・授 業改善活動をFDと して有効 に

機能 させ るために、科 目コーデ ィネー ター がマネ ジ

メン トの役割 を担 ってい る。

以下で は、年度、学期、授業 日といった単位毎 に

取 り組み を見てい きたい。

3.4.1年 度初 め

新年度 の授業 開始前 に、必修4科 目担 当教員 向け

の説明会 を実施 している。初年次必修科 目全体 の 目

標や教育 システ ム(タ ー ム制 、スタンプ制 な ど)の

周知の ほか 、各科 目の趣 旨や授業方法 、使用教材 な

どの説 明を行 ってい る。

必修4科 目が緊密 に連 携 しなが ら授業運 営を行 っ

ているた め、教員 間で の共 通理解 が4科 目全体 の達

成度 を左右す るこ とか ら、カ リキュラムの理解 に向

けて重要 な位置付 け となってい る。

3.4.2学 期末

各 学 期終 了後 に 、そ の学期 を総 括す る授 業評 価

を担 当者 全員 で行 うと ともに、次 学期 に向 けた課

題 を抽 出す る。 同時 に、次年 度 に向 けた改 善点 に

つ い て も議論 す る。学生 に よる授 業評価 ア ンケー

ト結 果 も共 有 し、組 織 的な教 育力 の 向上 に活 かす。

3.4.3タ ーム末

本学 の初年次必修科 目のカ リキュラムでは1学 期

3タ ーム制 を とってお り、特 にター ム末 が重要 な位

置付 け となる。

1学 期 を学習内容 のま とま りに よって3つ に分 け

るター ム制 を とる ことで、学期全体 の計画 に比べ て

短 い学習 スパ ンであるため、計画 の修正 ・改 善が行

いやす くなった。 また、脱落可能性 のある学 生の早

期復帰体制 を とる ことが可能 となった。 ター ム制 で

は、ター ム毎 の習得状況 に基づ き、各 ター ム末(5

週 目)に2つ の指導形態 を とっている。す なわち、

習得 が十分 でない学生 には 「再 クラス」(補 充学習)

で対応 し、十分習得 し、 さらに深 く、広 く学 びたい

とい う意欲 ある学生 には 「特別 クラス」(発 展学習)

で対応す る とい うものである。

本学 の初年次必修科 目は複数 の担 当教員 による多

クラス展 開のため、ター ム末 の再 クラス、特別 クラ

スの配置 を通常 の時 間割 の中で設定 できる。例 えば、

月 ・水 ・木 ・金 の各曜 日、1,2時 限に6ク ラスずつ

開講 され ている 「英語表現」 では、第1週 か ら第4

週 までの再 クラス(各1ク ラス)と 特別 クラス(2

クラス)を 各曜 日 ・時限に開講す る ことが基本 とな

る。

科 目コーデ ィネー ター は、ターム第4週 終 了時ま

でに全学生 の学習状況 を分析 し、再 クラス と特別 ク

ラスの時間割上 の配置 な どを決 定す る。 また、再 ク

ラスにつ いては、参加 が必要 な学生一人 ひ とりの学

習状況 に対応 した指導助言 ができるよ う資料 を準備

す る。

このよ うに、複数 の教員 を配置 し多クラス展 開す

る科 目の場合 、科 目で指導 内容 を統一 してお くこと

で、発展学習 ・補充学習 の時間を同時間帯に設 定で

き、協力指導体制 が とれ る とい うメ リッ トもある。

学生 はそ のター ムの第1週 か ら第4週 の学習状況

に応 じて、月 ・水 ・木 ・金の各曜 日、1,2時 限に各

科 目の再 クラス、特別 クラスに必要 回参加す る。

3.4.4授 業 日

授業 日単位 での活動 として、必修4科 目で は、毎

授業 日の授業 前後 に、当 日の全担 当教 員が1つ の部

屋 に集 ま り、シ ョー トFDを 実施 してい る。

授業前 のモーニ ングFD(8:45～9:00)で は、あ

らか じめ配布 され ている授業計画書 ・指示書 に基づ

き、そ の 日の授業 目標 ・計画 を4科 目全体 で共有す

る とともに、科 目別 に、前週 、前 日までの授 業実践

を踏 まえて当 日の授業 を円滑 に行 うための ミーティ

ングを行 う。

授業後 のランチFD(12:30～13:00)で は、当 日

の授業実践 を通 して、お互 いの工夫や授 業内で発生

した課題 な どを話 し合 う。 その中で、個 々の教員 が

他 の教員 の良い ところを取 り入れ 、 自分 の授 業を見
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直す機会が生 まれ るよ うにす る。 また、そこで話 し

合 われ た内容 を次 の授業 日に反映 させ るほか、コー

デ ィネー ター は次 回の授業計画書 ・指示書 に改善策

を盛 り込む。

この よ うに、必修4科 目では、授業 日前後 に行 わ

れ るシ ョー トFDを 中核 として 、持続 的 な授 業 評

価 ・授 業改 善 を全教員 の協力 のも とで実行 している。

日々の授業 が教育活動 の中核 である とい う意 味にお

いて、 このシ ョー トFDの 意義 は大きい。

4.ま とめ

本稿で報告 を行 った本学初年次必修科 目の授業評

価 ・授業改善 にかかわる諸活動 は、同一科 目を担 当

す る複 数 の教 員 団に よる 日常的 なFDの あ り方 にっ

い て、具体例 を示す もので ある。

全学生が履修す る必修科 目を多 クラス展 開す る場

合、複数 の教員 が担 当す るこ とになる。 目標 と評価

の共有化 をはか り、科 目全体 の達成度 を上げるため

には、教員個人 の レベル ではな く、担 当教員全員 が

組織的 に関与 できるFDを 目指す必要 がある。特 に、

多 クラス展 開す る科 目では、非 常勤教員 の協力 は欠

かす こ とが できない ので、専任教員 と非 常勤教員 が

ともに関与 し、ともにメ リッ トが享受 され るFDで あ

るこ とが望 ま しい。

また、教育改善 に埋 め込 まれたFD活 動 は 日常 的

に行われ る場合 に実効性 を持つ。 日々繰 り返す こ と

によって、 よ り目標 を達成 できる授業へ と工夫 を重

ね るこ とが できる。

本学 の初年次必修4科 目におけ る実践は、活動主

体 のみ な らず 、活動 内容 に関 して も、単独 ・個別 的

に行われてい るものではな く、一定 の共通性 のも と

で展開 され てい るものである。 また、重層 的な取 り

組み が相互補完 的に機能 し、FDと して の実効性 が

高 まってい る と言 える。

今後 の課題 として は、 同一科 目の担 当教員 団 レベ

ル に限 らず、 同一 ・近接領域 の教員 同士 な ど、 さま

ざまな教員組織 レベル にお いて、持続可能 な 日常的

FDを 作 り上 げて い くこ とが求 め られ る。
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SUMMARY
Inthispaper,educationalimprovement
activitiesinthecompulsorysubjectsforthefirst

yearstudentsatOtemaeUniversityare
overviewedfromtheviewpointofFD(Faculty
Development).Theactivitiescontainsetting
cleareducationalobjectivesandunifyingteaching

plansandevaluationcriterions.Itisdiscussed
thatfocusingonthedailyactivitiesfor
educationalimprovementisimportantforthe

sustainabilityofFD.
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